
１．授業の基本情報 

担当教員名：市川克明（音楽） 
登録学生数：35名 

　本授業は、管打楽器のアンサンブル、吹奏楽の演
奏を中心にしており、履修生はそれぞれが演奏する
楽器を選択し練習し、授業内で合奏を行う。ただ
単に、楽曲を演奏するだけでなく、将来教員になっ
た際、吹奏楽その他での指導の実践にも役立つ内
容である。 
　前期は別科目「指揮法」でも同じ楽曲を取り扱
い、実際に指揮活動を行い、今年度後期は、モー
ツァルトの２台のための協奏曲を取り上げ、ピアノ
の独奏者とともに音楽を作りあげた。さらに、後
期は小編成のアンサンブルを実施しており、それぞ
れのグループが合わせ練習を行い、最終授業日に発
表することを例年行っており、今年度も５グループ
に分け実施した。 
　特に、後期の最初の授業では、ドイツより招聘
したプロフェッショナルの音楽家を迎え、演奏の
共演、およびファゴットの公開講座を実施、通常
見ることのほとんど無い、コントラファゴットや
ファゴッティーノ（小ファゴット）を間近で見聞き
するなど、極めて学術的内容の高い講座となった。

　授業内で管楽器を専攻している音楽文化コースの
学生有志は、滋賀県、岐阜県、および松山市内で
合計４回の演奏会を行い、その中でドイツ人音楽
家と共演した。今回の報告では、特にこの地域と
の密接（必ずしも愛媛県内ではなく、広い意味で
の地域、すなわち、滋賀県長浜市、岐阜県大垣市）
な関係を持ち、かつ愛媛大学卒業生と連携したプ
ロジェクトについて詳細に報告する。これは、今
後の音楽を通じた地域連携の一指針となるもので
あると言える。 

２．学内外での活動の概要 

　2018年10月１日より９日までの予定でドイツ人
プロフェッショナル音楽家２名を日本に招聘、愛
媛大学学生、卒業生、私、そして市内在住のプロ
フェッショナル演奏家とともに、滋賀県、岐阜県、
愛媛県松山市で４回の演奏会を企画、および器楽
アンサンブルの授業内で公開講座を実施、引き続
いて授業内で共演した。市内の演奏会では、音楽
文化コース在籍のピアノ専攻学生、三味線演奏が可
能な学生、および市内在住のプロフェッショナル・
アマチュア演奏家も共演し、合計12名による演奏
会となった。 

2. 1 滋賀県長浜市 滋賀文教短期大学他 

　現在、2017年度愛媛大学大学院修了のピアノ専
攻学生が、講師として滋賀県内の短期大学に在職
し、若手女性研究基金の助成金による研究活動を
行っている。その中で、ドイツよりフルート奏者、
ファゴット奏者を招聘し、日独親善交流企画を実
施した。 
　長浜市立杉野小学校では、全校生徒約30名の演
奏を披露、その際、器楽アンサンブル履修生であ
る教育学部音楽文化コースの学生（フルート・ク
ラリネット）が共演した。私はホルン、松山市内在
住のクラリネット奏者も共演し、ピアノ、フルート
２名、クラリネット２名、ホルン１名、ファゴッ
ト１名によるアンサンブルを中心に、同短期大学
の学生が共演する形で演奏会を行った。また、同
地の伝統楽器である、「葦笛」の演奏グループとも
共演し、この様子は、現地の新聞でも取り上げら
れ、長浜市役所を表敬訪問した際には市長よりお
礼の言葉をいただいた。 
　また同短期大学でも在学生を対象に演奏会を実
施、その際にも10名の同短期大学生が共演した。 
　さらに、近隣の幼稚園を訪問し、小編成のアン
サンブルを行った。 

!1

科目区分： 専門教育科目 音楽教育 
授業科目名： 器楽アンサンブル（２） 

音楽を通じた社会貢献と教育学部における授業での学び 

‒ 大学・地域・国内を超えて ‒ 

音楽教育講座：市川克明



　このように、県の垣根を越えた、愛媛大学出身
の卒業生を中心にし、在学生、松山市内在住の演
奏家、および、同世代の幼児教育を専攻する短期
大学学生との共演は、非常に有意義なものであり、
今後の地域と連携した音楽活動の一つのあり方で
あると言える。 

 

2. 2 岐阜県本巣市 岐阜第一高等学校 

　岐阜県内の私立高等学校での訪問演奏を実施し
た。愛媛からの演奏家、ドイツからの演奏家、お
よび上記のピアノ専攻の卒業生に加え、高等学校生
徒らによる合唱とも共演、音楽を通じた日独の文
化交流はもとより、次世代を担う生徒たちとの音
楽作りは教育学部在学生に取り貴重な体験となっ
た。 
　事前に、同卒業生による出張授業を行ってもら
い、共演する合唱曲の指導を行い、また、管楽器
の予備知識を与えるなど、通り一遍でない非常に
有益な音楽会となった。 
　当日の演奏会では、合唱の共演だけではなく、
生徒代表には指揮を体験してもらうなど、より音楽
を身近に感じてもらえるような企画を数多く準備
した。 

2. 3 松山市内での演奏会 

　松山市内の音楽ホールで日独親善友好演奏会を
実施した。例年取り組んでいる管楽器・音楽学研
究室による演奏会であるが、音楽教育講座卒業生
にとっては数少ない演奏発表の場であり、彼らに
そのような機会を提供することは、地域に根差す
大学としての重要な役割であると考える。さらに、
在学生にとり、音楽という共通の目的を持つ卒業
生との共演は、得難い刺激を得ることになり、こ
の取り組みも５年目を迎え非常に充実したものと
なった。特に、今回はドイツからの演奏家に加え、
音楽文化コース所属の管楽器専攻学生、卒業生、
ピアノ専攻学生、および三味線を専門としている学
生に加え、市内の演奏家も共演し、通常演奏しな
いような楽曲を多数演奏し、これまでにない大き
な取組となった。 
　特に、ヘンデルの２本のフルートのためのトリ
オソナタでは、４回生の器楽アンサンブル履修生
がドイツ人と共演、その際ピアノ専攻学生はチェン
バロを担当、加えてドイツ人ファゴット奏者が共演
する形で演奏した。このように、本場の音楽を本
物の編成で行うことは、地方においては極めて困
難であり、実際、来客者より賞賛された演奏であっ
た。 
　さらに、ドイツ人ファゴット奏者が、普段耳に
することのないコントラファゴット（大きなファ
ゴット）を担当し、学生が担当するチェンバロも共
演、４本のファゴットを独奏とするバロックの楽
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曲の演奏など、日本国内でも極めて稀な演奏となっ
た。 
　メインの楽曲は、ハイドンの管楽器のための大
編成のアンサンブルで、この編成のために私自身が
編曲を行った。ここでは、上記の三味線を除くす
べての演奏者が共演した。 
　このように、教育学部では考えられないような、
非常に充実した専門的な演奏会となり、このこと
は来場した市内の音楽愛好家に大きな刺激を与え
た。実際、会場は満席に近く、関心の高さがうか
がえた。 
（演奏会プログラムは最終ページ参照のこと） 

2. 4 器楽アンサンブルでのファゴット講座 

　ファゴットという普段あまり身近に聞くことの
できない楽器について、ドイツ人ファゴット奏者に
より演奏と解説をしてもらう、レクチャーコンサー
トであった。前半は、私自身が通訳しファゴット
について、実演付きのレクチャーを行い、その際
には、大きなコントラファゴット、小さなファゴッ
ティーノについても触れられ、履修生にとっては非
常に有益な機会となった。 
　後半は、それぞれの楽器を用いた演奏で、その
際には、チェンバロやピアノを学生が担当し、ドイ
ツ人ファゴット奏者と共演した。 
　講座に引き続き、授業では、ドイツ人演奏家２
名も練習に加わり、様々な吹奏楽曲を演奏した。

短い時間ではあったが、音楽を通じた小さな文化
交流となった。 
　学生たちのほとんどはヨーロッパ音楽を専門とし
ており、このように音楽の本場であるドイツより
プロフェッショナル奏者を迎えての講座、さらに共
演を行えたことは、地方ではなかなか味わうこと
のできない専門的な音楽に触れる極めて貴重な機
会であると言える。 

３． 履修生アンケートより 

★ 学内だけでなく、他県での演奏活動に参加させ
ていただき、音楽を通して様々な方々との交流が
あり、とても充実した1年間になりました。また、
今回はドイツからの演奏家の方との活動というこ
ともあり、新鮮な環境の中での演奏はとても貴重
な体験でした。 
このような場を設けて下さり、ありがとうござい
ました。 

★滋賀県での演奏会では、幼稚園から大学まで様々
な学校を巡り、多くの学生と関わる機会となり
ました。松山市では、普段あまり出来ない編成
での曲を演奏することで、実り多いものとなりま
した。これらの演奏会では松山の演奏家やドイツ
人演奏家の2人と共演し、異文化理解とコミュニ
ケーション、また、プロと共演することで自らの
演奏能力の向上にもなったと感じています。 

★ 普段目にすることのないコントラファゴットに
接し、ファゴットに大きな興味を持ちました。 

★ アンサンブルの楽しさを改めて実感しました。 

★素晴らしい音色に感激しました。 

★バロック音楽はあまり生で聴く機会がありませ
んが、チェンバロを含む小編成のバロック室内楽
の魅力を感じました。 

４． 「地域社会を核とした教育と研究のつ 
 ながり」について 

　既述の通り、音楽を通じた学生とドイツ人演奏
家との親善交流、また、演奏会を通じての地域の
愛好家との共演、および聴取者への音楽の提供は、
学生にとってはまたとない機会である。特に、地
方ではこのような機会はほとんどなく、その意味
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で今回卒業生を通じて実現した日独親善交流企画
は、学生たちにとり大きな刺激となった。 
　また、この演奏会とは別に、毎年、器楽アンサ
ンブル履修生で音楽文化コース専攻の学生が、市内
あるいは県内各所でアウトリーチ演奏会活動を実
施しており、愛媛大学が地域に根ざす大学として、
音楽を通じた還元活動を行っていることは近年徐々
に知られるようになってきている。事実、演奏会
の前には、問い合わせが数多くあり、期待の高さ
をうかがわせる。 
　将来教育者となる学生は、ただ単に自らの演奏
能力を高めるだけではなく、今回の一連の演奏会
のように、企画・運営、マネージメント、練習、演
奏会の実施に向けての活動など、音楽教員として役
立つ様々なノウハウを身につけることが重要であ
る。そうした中、今回の大きな企画を通じ、その
能力を高められたことは貴重な財産であり、また、
愛媛大学で学んだことが将来直接的に役立つ内容
であったと言える。 
　音楽文化コースは今年度で終了であるが、望む
べくは、今後の学校教育専攻の学生が、これまで
の音楽文化コース専攻の学生同様に、音楽について
強い興味を持ち続け、そうした能力を地域に還元
する、ということに意義を見出すようにすること
である。その意味において、重要な「きっかけ」
を与えた企画であった。 

５．平成30年度の演奏会・アウトリーチ活動ほか 

７月２日 土曜夜市での演奏 
７月23日 伊方町大浜地区夏祭りでの演奏 
10月２日 長浜市立杉野小学校演奏会 
10月３日 滋賀文教短期大学演奏会 
10月３日 長浜市内幼稚園での演奏会 
10月４日 本巣市岐阜第一高等学校演奏会 
10月５日 器楽アンサンブル授業内「ファ 
  ゴットレクチャーコンサート」 
10月８日 レストロ・アルモニコ演奏会 
11月22日 愛媛大学附属幼稚園での演奏会 
12月25日 松山市内高齢者住宅「ドマー 
  ニ」でのクリスマス会での演奏 

６．授業の改善点 

　本授業の大きな問題点は履修生の減少である。
音楽文化コースが廃止され、学校教育中等音楽コー
スの学生は一学年４名で、なおかつ管楽器専攻の
学生は少なく、将来的に能力のある履修者を増加

させることはほぼ絶望的である。反面、他学部か
らの履修学生は増加しており、むしろ管楽器を以
前より演奏していたものがほとんどで、実際にはこ
れらの学生により成り立っているのが現状である。
また、松山大学、東雲大学との単位互換により、
若干名が履修しており、これらの学生も高等学校
まで吹奏楽活動をしていたものばかりで、高い演奏
能力を有している。 
　このように、音楽文化コースが廃止された今、他
学部、他大学からの履修生に演奏は頼らざるを得ず、
そのことにより本来の音楽専攻の学生で管打楽器
を演奏したことのない者がかろうじて「吹奏楽体
験」することが可能となっている。教員免許には
必要な科目であるため、いかに能力の高い他学部、
他大学からの履修生を増やすかが課題である。 
　また、将来おそらくは吹奏楽部顧問を担当する
であろう音楽講座の学生にとり、「理論的」に様々
な管打楽器を学ぶことは重要である。自らが演奏
する楽器以外にも非常に近くで接することができ、
また、情報交換もしやすい状況にある。このこと
は、通常音楽を専門とした音楽大学では希薄であ
り、その意味で、教育学部の音楽教育講座の大き
なメリットである。そうした有利な点を生かし、
理論的に楽器を学ぶ、実際の指揮・指導活動を体
験する、可能な限り外部での演奏を行う、この３
つの柱を今後の課題としたい。 
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2018年10月８日（月）開催の演奏会プログラム

演奏会出演者


